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LO YD　RMS-l5  0 ) 後 ， 原 子 吸

.      な お ， 液 状 食 品 中 の ア ル
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ム 含 有 量 は 無 水 物 中 で 最 も 低 い も の が2 p p 1 , 最 も 高

だ. ほ う れ ん 草 や 小 松 菜 な ど の 葉 菜 類 に 特 に 多 く 含

の ア ル'ミ ニ ウ ム イ オ ン 量 は ， そ れ ぞ れ 大 き く 異 な っ

と 近 似 のpH お よ び 温 度 に 保 持 し た 場 合 ， 約 １ 時 間 で

食品 の緩 衝 能 に関 す る研 究（ 第il 報 ）

（ 測定 装 置 につ いて ）

香川 大 教育　 ○ 山 野 秀樹　 常 磐 会短 大　 難波 敦 子　 香 川 大教 育　 宮川 金二 郎

目 的　 演 者 らは 食品 の もつ 緩衝 能を 測 定し 、 食品 の 特質 お よ び品 質 など につ い て 緩衝 能

のを_場 から 考 察し て き た。 現 在市 販 の アナ ロ グ演 算に よ る 装置 は緩 衝 能を 容易 に測定 で き

、 様々 な 分野 へ の応 用 の可 能 性を 示し た点 で大 き な貢 献 をし て き た。 し かし 測定 の 限界 が

あり 、 現 装置 の開 発 者 、辻 に よ って も マイ コ ンに よ るデ ィ ジタ ル化 の利点 が 指 摘さ れな が

ら、 ま だ そ の実 用化 は 知ら な い。 こ の 報告 はマ イ コ ン によ るデ ィジ タル 化を 試 み測 定 の容

易 さ、 精 度 の向 上 なら び にデ ィ ヂタ ル 化 により 新 し い知 見 が得 ら れ るこ と など が明 か にな

っ た ので 報告 する。

方法　 マ イ コン はPC －9801DA2 （NEC ）、P  H メ ータ ーはF  －1    2   （H  O R

Ｉ ＢＡ ）、 滴定 は ペ リ スタ ポン プ を用 い た。

結 果　 試 料 濃度1    0 －"M の低 濃 度で も充 分測定 可 能 。 滴定 標 準液 の低 濃 度化 に よ る精 度
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の向 上、 水 の 緩 衝能 の 差し 引 きに よ る酸 性 側の ピ

ークの 判別 と 濃 度 評価 、理 論 カ ープ の シュ ミレ ー

ト によ り重 な り デ ータ の分 離・ 濃度 評 価な どが 可

能 とな っ た。 ま た 溶媒 に よ るｐ K ,のず れ、 水 の

活 量変 化 によ る プ ロト ン 解離 の 状態 な:どが 測定 で

る。左 図 は 酢酸 の 水溶 液 と エタ ノ ール 添加 に よる

P   K .の ず れと プロ ト ン の解 離 状態 の変 化を 示 し

た もので あ る。
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